


七つの話題

1 鋳鉄の黒鉛組織を変ぼうさせるものは何か 1 巻 1 号39頁

2
金属の清浄度はどこまで機械的強度に影響を
与えるか 1 巻 2 号129頁

3 国産鋼材は輸入品に比して優秀であるか 1 巻 4 号284頁

4 平衡状態図に関する研究について 1 巻10号642頁

5 金属のさびはどうして起こるか 1 巻11号697頁

6 短範囲規則度の仕業 1 巻12号753頁

7
集電接触材料―新幹線におけるパンタすり板
および整流子材料に関して 2 巻 2 号96頁
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下平三郎 著 日本金属学会会報 第 1

『金属のさびはどうして起こるか』

巻(1962)第11号 697～704頁

案内人 大阪大学 宮部さやか

“金属のさびはどうして起こるか”という記事は，まてり

あの前身誌である日本金属学会会報に，“鋳鉄の黒鉛組織を

変ぼうさせるものは何か”，“金属の清浄度はどこまで機械

的強度に影響を与えるか”などの七つの話題シリーズの五番

目の話題として掲載されています．

“鉄がさびるのは鉄が戦争に用いられるために，神によっ

て呪いを課せられたためである”という，ローマ神話の神

Robigus を彷彿とさせる一文から本記事は始まります．筆者

はこの非科学的な答えに真理の閃光を感じると述べた後，科

学的な答えとして，包装紙の接触が引き起こした黄銅の腐食

を例として大気中の金属の腐食は水分と酸素によって進行す

ることを説明しました．続いて大気中，水中の汚染物質が金

属腐食に与える影響について説明します．掲載年である

1962年は，日本の高度経済成長期の真っ只中であり，当時

は産業が著しく発展しました．その一方で，大気汚染，水質

汚濁，自然破壊などの問題が日本各地で深刻となった時期で

もあり，記事中のデータにも大気汚染，水質汚濁の状況が表

れています．大気汚染および水質汚濁が深刻なほど腐食量は

大きく，人間に深刻な健康被害をもたらした当時の環境は，

材料にとっても非常に過酷な環境であったことが分かりま

す．環境基準法の制定などにより環境汚染は改善されました

が，この高度経済成長期に集中的に整備された橋梁や道路，

水道管などの社会資本ストックの老朽化が現代社会において

大きな問題となっています．米国ミネソタ州の鋼トラス橋崩

壊のように，構造物の崩壊によって多数の死傷者を出す重大

事故が発生するなど，施設の老朽化による補修補強の遅れは

致命的な事態を招きかねません．こうした事態を未然に防

ぎ，限られた資源の中で社会を維持していくことが必要で

す．記事中に“腐食には未だ確固たる学はない”との記述が

出現しますが，当時は Corrosion Science 誌が創刊されて間

もなく，腐食学の創成期であったためこのように記されたも

のと思われます．Pourbaix の電位pH 図(プールベダイヤグ

ラム)や Wagner の混成電位論の確立を経て，今日，腐食学

は学問として成立しており，腐食寿命の評価ならびに適切な

防食対策を提案することが求められています．持続的発展が

可能な社会の構築を目指す今，高度経済成長期に書かれた腐

食のお話をご一読されてみてはいかがでしょうか．

(2019年11月18日受理)[doi:10.2320/materia.59.549]

■七つの話題JSTAGE のサイトからご覧頂けます。

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/materia1962/1/1/_contents/

char/ja
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